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議決権数報告

エレクトロニクスの情報プラットフォーマーを目指して

「世界・社会貢献・共創と革新」
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監査報告

エレクトロニクスの情報プラットフォーマーを目指して
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「世界・社会貢献・共創と革新」



報告事項

エレクトロニクスの情報プラットフォーマーを目指して
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「世界・社会貢献・共創と革新」



事業報告

2022年４月１日～2023年３月31日

エレクトロニクスの情報プラットフォーマーを目指して
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「世界・社会貢献・共創と革新」



項 目 ページ

当事業年度の事業 ２０～２２

財 産 ・ 損 益 ２３～２４

親会社 ・ 子会社 ２５

対処すべき課題 ２６
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項 目 ページ

事 業 内 容 ・ 事  業  所 ２７～２８

使  用  人 ・ 借 入 先 ２９

会  社  の  現  況 ３０～４２
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項 目 ページ

連結損益計算書

連結貸借対照表
４３～４４
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売  上  高 ： 半導体及び電子部品事業や調達事業が好調に推移し増収
営業利益 ： 売上総利益の増加により増益（30,183百万円→40,484百万円）
経常利益 ： 支払利息の増加や期後半の為替差損の計上があったが増益
親会社株主に帰属する当期純利益 ：
前年同期に計上した負ののれん発生益の剥落や、当期における減損損失など特別損失を
計上したものの増益

連結損益計算書 ハイライト 第１４期
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2022年３月末 2023年３月末

資産の部

流動資産 185,525 210,816

固定資産 56,432 58,611

資産合計 241,958 269,427

負債純資産の部

流動負債 139,346 162,439

固定負債 20,954 21,892

純資産 81,657 85,095

負債純資産合計 241,958 269,427

自己資本比率 32.1％ 30.0％

増収に伴う売掛金、棚卸資産の増加、短期・長期借入金の増加等

連結貸借対照表 ハイライト 第１４期



ﾚｽﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟの取り組み状況

エレクトロニクスの情報プラットフォーマーを目指して
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「世界・社会貢献・共創と革新」



Restar Group

レスターグループの機能

完成品/端末機器＋保守

デバイス、調達

電子機器、システム機器

技術領域

商社機能

製造機能

ソリューションビジネス

環境エネルギー

発電、新電力、植物工場事業

EMS、植物工場

電機メーカー 国・自治体 放送 産学・文教 医療 小売 中食 他顧客群(資産)

事業間シナジー ・ 他社との共創
自治体戦略

技術・製造パートナー

レスターの事業群(強み)
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Restar Group

グリーンローン締結
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再生可能エネルギー事業の拡大、脱炭素社会への貢献

（イメージ）
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資金調達

設備投資

第三者が認定する
グリーンローン
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Restar Group

PPA（電力購入契約）提供開始
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PPAサービスの概要

導入企業エネルギー事業

電気利用料

運用・保守サービス

•発電効率を最大化する運用・保守

•導入企業の敷地内に発電設備設置

導入企業（需要家）の脱炭素への取り組みを支援

•初期投資、メンテナンス費用不要

•太陽光発電の電力を自家消費し

CO2排出量を削減
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Restar Group

地域レジリエンス強化の推進

15

専門性を活かしたコンサルティングで地域活性化とレジリエンス強化推進

•水力発電所の更新と*FIT化への移行支援

•災害避難所として周辺地域のレジリエンス強化にも寄与

世界遺産の維持、保全及び脱炭素社会への貢献

出所：日光市観光協会公式サイト

*FIT（Feed-in-Tariff）：固定価格買取制度

新電力事業 日光東照宮など二社一寺
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Restar Group

自治体へのソリューション提案
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サイネージ・スマホを利用

「エレクトロニクスの情報プラットフォーマー」として
「データ取得」から「データ連携」による社会課題に向き合う自治体へのソリューション提案

ソリューション提案

パートナー企業との共創

データ連携
植物工場小規模ユニット
エネルギー管理

映像解析技術
人流/動態検出・計測

防災・BCP
スマートポール
太陽光発電照明

情報Network
ローカル5G
学童・高齢者見守り

16



Restar Group

ビジネスマッチングサービス開始
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レスターグループの顧客基盤を活かしたステークホルダーへの貢献とビジネス機会の創出へ
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私たちは、情報、技術を活用し、共創と革新を推し進め、グループ総合力を発揮することで

あらゆるニーズに対応できる「エレクトロニクスの情報プラットフォーマー」を目指します

世界・社会貢献・共創と革新

情報と技術

グループシナジー

多様な事業展開

社会課題の解決
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未来を見つめ、新たな市場を創造する

レスタービジョン



ﾚｽﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟの今後の取組み

エレクトロニクスの情報プラットフォーマーを目指して
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「世界・社会貢献・共創と革新」



Restar Group

2023年度重点施策

成長への経営基盤強化

事業再編
グローバル事業

強化
ROIC経営への

シフト
重点施策

首都圏
拠点集約

～「エレクトロニクスの情報プラットフォーマー」を一層追求していくための2023年度重点施策～

環境変化の激しい中、今後の更なる成長を目指し経営基盤強化

経営体制刷新

純粋持株会社から事業会社へ移行 2024年4月1日

株式会社レスターホールディングス    ➔  株式会社レスター

2020



Restar Group

事業会社への移行（現状課題）
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(株)レスターエレクトロニクス (株)バイテックエネスタ

（株）レスターホールディングス

(株)レスターコミュニケーションズ

（株）レスター

子会社吸収合併

純粋持株会社

事業会社・新商号

各事業の機能と顧客基盤などの資産を融合ター

グローバルな「エレクトロニクスの情報プラットフォーマー」へー
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Restar Group

事業会社への移行：目指すべき姿

機能・資産
融合

果たすべき
社会的役割

多様な顧客・多様な事業を強みとし
情報と技術で、新しい価値、サービスを創造・提供

グローバルな「エレクトロニクスの情報プラットフォーマー」へ

管理 営業 顧客基盤 技術開発
サービス開
発提供

目指すべき姿

事業運営効率化経営の高度化更なる競争力強化
新たな
成長基盤
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Restar Group

首都圏拠点集約：グループシナジー加速

• レスターらしい働き方改革、原則出社に切り替え
• 一層のコミュニケーション活性化、共感・共有によるスピード加速

• 拠点集約によるリソース最適化

• スマートビルへの取り組み（ビジネスモデル創出）

• 脱炭素に配慮したよりサステナブルな事業環境

2023年２月 第１弾   首都圏事業会社移転

2023年上期予定 第２弾  本社移転

首都圏拠点集約

東京都港区港南二丁目 10 番 9 号
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Restar Group

ROIC経営へのシフト

社内意識改革

経営資源配分
投資・内部留保・株主還元

資本コスト・WACCの分析・把握

経営の効率化、投資家との対話促進による企業価値向上へ

中期経営計画・KPI
モニタリング

ROIC経営へのシフト

① ②

③④
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ご挨拶

本日は本総会へご出席賜り、

誠にありがとうございました。
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